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か， 地下水は掴渇しやすい。計根別一当幌聞の台地では ， 不圧地下水面は 15~ 30 m の深度に

みられる。また，標津川 をへだてた対岸の丘陵部では，渇水期に酒渇する浅井戸が多く， i容結凝

灰岩を掘り抜き ，その下位の被圧水を取水している井戸が増えている。

西南部のトライベツ，別寒辺台地区は沢が深く，不圧地下水面も深く ，15 m を超え るころが

多い。

(鳥居栄一郎)
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5.十 勝 平 野

(1) 地形・地質

十勝平野は北を然別火山，東を白糠丘陵，南は豊頃丘陵と太平洋，西は日i富山脈に固まれた

広さ 3，600km2 の広大な構造盆地である。発達する河川はすべて十勝川水系に属するもので，

その主な支流は音更川， 然別川，美生)11，帯広川，札内)11，猿別川である。

十勝平野の地形的特徴は幾重にもわたって発達する台地地形に代表されている。これらの台地

地形の地史的な研究は十勝団研によ り集約さ れている (1)。これによると， 最も広範囲に発達する

台地面は，中期更新世初頭に平野全域に厚く堆積した砂磯層の浸食面であるとされている。砂磯

層の堆積はこのあと二度にわたって行われ，局所的に浸食面が形成された。これらの砂喋層の堆

積および浸食は，構造運動を伴って形成された ものと推定さ れている。

十勝平野の水文地質構造を矢口るためには，この構造盆地の発展過程を知る必要があ る。最近明

らかにされた成果(1)によると，十勝構造盆地は，中新世末から鮮新監初期に形成され，盆地の東

縁に地滞状の沈降;骨子が発生し，下部鮮新il1:の地層が堆積した。 この沈降域は次第に西に移動して，

相ついで形成された堆積盆を埋積していった。これらの堆積盆に堆積した地層群は十勝累層群の

名で呼ばれ，下部，中部，上部， 最上部に四区分されている(表 2-1-10，図 2-1-16)。すなわち，
あしよろ

下部層に鮮新I仕の本別 ・糠内層，足寄層，中部層に鮮新世後期の池田層，上部局に鮮新~更新世
おきるしない

の長流校内層，居辺山層，最上部層に更新世の渋山層，中里層が含まれている。

これらのうち，下部層は砂岩，泥岩，凝灰岩，亜炭層からなり，西部の日高累層群とともに不

透水性基盤となっている。平野の中心部では，その深さは 500m 以上となる。中部層の池田層

は，凝灰質砂岩，泥岩と亜炭層などからなり ，上部では貝化石を含んでいて，平野の東縁部に当

る本別や池田付近では，帯水層としての機能を果たしている。平野の中心部では，その分布深度

が 200m 以上になる。東部では塩分濃度が高く ，化石水型(3)を示している。 この地層の堆積盆

の中心は，平野の東部，池田一千代田付近にあ って，堆積環境は淡水~汽水~浅海域で、あったと
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推定される。地層の厚さは最も厚いと推定される池田町の千代田付近で 500m 内外で，周辺部

では 50m内外となっているω。

十勝累層群上部層の長流校内層は，三谷(りによる上部池田層に対比される地層で，池田層(下

部池田層〉 と長流校内層(上部池田層〉との聞は不整合関係であると報告されている(1)。この長流

校内層は十勝平野の最も有力な帯水層となっている。この地層は，盆地の北部および南東部を除

く平野地下に広 く分布するが，地表では長流枝内丘陵および幕別台地などに分布している。深井

戸資料による長流校内周の分布は，北は上士幌町付近，西は新得，商は新得から 日高山脈東麓沿

いに大樹町拓北に歪り ，東は本別池田を結ぶ利別川の東の丘陵にまで及んでいる。この地層は，

南北に長いだ円状の堆積盆に堆積し，中心部の帯広付近で厚さ 700mに達し，堆積盆の周縁部

にいくに従って厚さを減じている (図 2-1-17)。本屈の平野中央部の地下における 眉相は，粘土，

シノレト ，砂質シノレト，砂，砂磯層からなり ，亜炭層を頻繁に挟んでいる。また，貝化石も多く産

している。これらのことから，この地層の堆積環境は，浅海一汽水一淡水相の繰り返しであると

推定できる。帯水層は，砂，砂磯層で，孔内電気検屑によ れば，これらの比抵抗値は 200um 
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以上を示している。深度 200mまでの深井戸での長流校内庖のうち， 100 um以上の高比抵抗

部の占める地層の割合は約 50%である。

十勝累層群の最上部層に当る渋山厨は，長流校内層の上位に芽登凝灰岩恥層を挟んで累重してい

る。この地j習は，平野の北部から西部，すなわち，十勝川の北部，音更川流域から瓜幕台地南部，

美3i台地および剣山山麓の渋山川流域，帯広川流域，札内川下流域に分布している。地層は，芽

登凝灰岩の名で呼ばれる厚いl怪石流を基底屈と し， 擬灰質シノレ ト， 砂，細砂磯からなり ，亜炭胞

を頻繁に挟んでいる。 この地層の堆積盆の中心部は音更付近で，ここでの地層の厚さは北海道開

発局の地質ボー リン クベ5)によれば，約 20mの厚さを もっ凝灰岩を含めて 150m で，下底部の

標高は海水準下 17m である。 この地層も平野北部か ら東部にかけて良好な帯水層である。芽登

凝灰岩層は，平野北部の音更川流域の深井戸でよくみられ，部分的に固結し，長流校内層に賦存ー

する地下水の加圧層の役目を果たしている。

以上に述べた十勝累層群に分布する;貯水層はいずれも被圧地下水を含んでいる。これらの地層

の上位には，中期更新世以降に形成された新旧 2つの扇状地堆積物が分布する。|日期扇状地堆積

物は，光地園砂諜層や上旭ケ丘砂1深層の名で呼ばれており ，透水性は悪く ，地下水位は低い。

新期の扇状地堆積物は，現在の河川沿いに よく発達し，上士幌や士l慌では良好な不圧帯水層を

形成している。この地層の厚 さは上士幌で 20-30m あることが知られている (6)(7)。

このほか，河岸段丘堆積物が不圧帯水層を形成しているが，帯水層としての能力は これまでに

述べたものに比べてきわめて低い。

(2) 地 下 水

十勝平野の地表水の流量は流域の地形地質と密接な関係をもっている。 1967年 10月に道立

地下資源調査所が行 った河川|の流量観測結果によれば，平野内の平均比流量 1.83m3/s/100 km2 



70 第 2編地方別にみた地下水

を基準にした場合，十勝川，札内川の平野部での区間比流量は，0.6 ~ 0 .9 と 小 さ い値を示し， こ

れに対して帯広川，音更川， 手IJ別川の平野内でのそれは，2 . 2 ~ 2 .6 で前者の約 3 倍の値を示して

いる (表 2-1-11)。 このことは，比流量の大きい帯広)11，音更川，利別川では，河床近く に堆積

する池田層や渋山層からの地下水の流出が河川に行われている ことに原因があると考えられ る。

音更川を例にとると，渋山層の基底部に分布する凝灰岩層が音更川下流音jlに中心をも っ盆地構造

を示すため，渋山層に賦存する地下水がこの構造に制約されて，音更川に流出 してい ることが推

定できる。 比流量の小 さい札内)11，十勝川下流部では，透水性の良好な新期扇状地堆積物や現河

床土佐積物が河床近くに広く分布 しており ，地表水から地下水へ転化 していると考えられる。

表 2-1-11 十勝平野主要河川区間流量表

| 音 更 JI! 1利 別 }μ川川l川川|川|帯 広 川川|川ヰ札川帆叩L同刷刷恥内州削jμ|

十勝1事ガ3宮rr晴橋 11川川イ引仙11七浅美旦ダム叫1i商!百.!i7号号.橋|川4ヰ札、もし内橋|十勝大橋 1千代田橋 茂岩橋観 i
 

uuハ
、1 月rr 〆"..，コ

流域面積 (km') 715.8 2，463.8 139.5 700.0 2，529.3 5，081.5 8，276.9 

区間面積 (km') 108.0 1，547.8 59.0 164.0 1，739.3 2，552.2 3，195.4 

区間流 fJ:(m3/s) 2.71 33.4 1.5 1.23 38.02 18.45 18.45 

区間比流立・ (m8/s/100km2
) 2.51 2.16 2.55 0.75 2.19 0.72 0.58 

(1967年 10月観測〉

平野に分布する主要な帯水層は長流校内層および芽登凝灰岩層を含む渋山層である。これらの

帯水層に賦存する地下水のほとんどは，被圧状態にある ことが深井戸資料から知られている。 こ

れら 2つの地層を帯水層とする地下水頭の等高棋を井戸資料からまとめ，図 2-1-16 に示しであ

る。同様に，両層を帯水層とする地下水盆の形状を描く と同図のようになる。すなわち，地下水

盆は平野に分布する 卜勝川， 音更川，札内川流域を軸とした南北に長いだ円状となっ ている。当

然の結果と して，被圧地下水頭の等高線も この形状と調和 している。

この地下水盆に分布する帯水屈の能力を知るため，井戸の比湧出量を検討すると，表 2-1-12

のようになる。

表 2-1-12 地層別帯水層能力表

土也 厄' 名
池田 10 長流校内層 I (含渋凝灰山岩周層〉

揚 7.1< 量 (m'/d) よ20~ 2 . 200 200-3，200 50-920 
(750) (880) (560) 

比 i初出量 (m3/d/m) 20-160 20-250 10-150 
(84) (134) (81) 

平均産出係数 (m3/d/m/m) 1.1 5.6 4.0 

(注) ( )内は平均値

産出係数=比湧出孟u帯水層長

表 2-1-12は十勝平野に分布する井戸約 30の資料ーから作成したものである。 これによると，

最も有力な帯水層は長流枝内屈で，比湧出量;は 130m3fd/m 以上を示している。 この値は，北海

道の前期更新陛の地屈の平均比湧出量が 100m3/dfm 前後であるのに比べてやや大きい。

地下水の水質は，平野東縁の池田層を帯水層とするものに，None-carbonate alkali typeの

化石水型を示すものがみられる。平野主部とくに音更川流域の渋山層を帯水層とする地下水は

Carbonate Alkali typ巴に属し，典型的な深層水型を示している。 この地下水は，色度が約 10
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度，全鉄 3.6ppmなど，その含有量が大きく ，また，長流校内層の一部には許容量以下ではあ

るが枇素を含む井戸もみられる。

十勝平野の地表の水資源量(8)は，帯広市を中心に考えた場合，十勝)11，音更川，札内川の流域

面積 3，845km2 からの年総流出量として，1963年から 1979年の年平均で，約 38億 m3 存在

する。 このうち，平水流量は 20億 m3 で，渇水流量は 9.5億 m3である。これに対して，地

下水酒養可能量は，試算によ ると (5)，400 mm/年である。渇水流量がすべて地下水流出に依存し

ていると仮定して，これを流出高に換算する と 250mmである。 このこと から，平野での地下

水開発可能量は酒養量から地下水流出量を差しヲIい た 150mm となる。地下水金の面積は，

1，800 km2程度であるので，流量に換算した地下水開発可能量は 2.7億 1113 である。現在，十

勝平野で利用されている地下水の総量は，揚水量が測定されている井戸 195本で，4，300万 m3

であるが，実際の井戸の数は約 2倍と推定され，これに新たに開発された工業団地の地下水の年

間揚水量 1，500万 m3 を加える と，約 1億 m3 となる。すなわち，現在の地下水利用量 1億

1113 は，地下水開発可能iiI2.7億 lU
3 の約 40% と考える ことができる。

このように，十勝平野の地下水利用量は，現在のと ころその酒養量を上回 ること はないが，地

表水系と個々の帯水層との関連をみた場合，局地的な地下水障害が発生している例が平野内でみ

られる。具体的には，帯広市周辺でレク リエーションなどに利用されている湧水の湧出量が減少

したり ，養魚施設の湧水が個渇した りしている。湧水の枯渇は，直接的には不圧地下水の水位低

下に原因がある。

(安藤久男〉
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6.石狩平野

(1) 地形・地質

石狩平野は，広大な地下水盆を形成しているが，地域によってそれぞれ水文地質構造や地下水

利用上の特徴がある。したがって，以下のような 4つの地域に分けて述べることとする(図 2-1-

18)。

A.北部石狩低地

平野の北部，石狩川下流沿いの低地帯をいう。図 2-1-19はこの地域の東西方向の地質断面で

ある (7)。主として，泥質な堆積岩からなる第三紀層 (鮮新世〉の滝川層を不透水性基盤 として，


